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モンスーン・アジアとメコン川 

     

乾季と雨季が明瞭 

4－10月：乾季 11－3月：雨季 

 

●稲作 （天水田・灌漑農業） 

●淡水漁撈 

乾季に魚が溯上、産卵 

雨季に魚が降河         
Potamodromous fish 

Cf. 溯上性（サケ）、降下性（ウナギ）、
両側回遊性（アユ）の魚類 

●稲作・淡水漁撈以外の多様な生業
活動： 

狩猟・採集・家畜（禽）・塩・工芸品・樹
木栽培（ゴム・龍眼・ラック）・商品作
物（レモングラス・砂仁・サトウキビ、 
トウモロコシ・トウガラシ・草果・蔬菜・
安息香・ ケシ） 
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総合地球環境学研究所・ 
生態史プロジェクトの研究目的 

アジアのモンスーン地域における生態史（人間と環境の相
互作用環の時系列・歴史的な変化）を1945-2005年の期
間について, 生業複合, 健康と栄養, 資源管理に着目して
分析した。   

アジア・熱帯モンスーン地域における 

地域生態史の統合的研究：1945-2005 

A Trans-disciplinary Study on the Regional Eco-history in 
Tropical Monsoon Asia: 1945-2005 

平成17年度から平成21年度の5年間 
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 モンスーン・アジアにおけ
る調査地域と対象民族 

     

雲南 

北タイ 

アイ 

サイタニ 

ラハナム 

チャンパサック・ 

アタプ・セコン 

●雲南省 

ヤオ、ミヤオ、チノー、タイ、イ、
リス、ヌー、ハニ、ドゥルン、ペ、
ディアン、ジンポー、ラフ、プー
ラン 

 

●北タイ 

タイ、ヤオ、モン、アカ、ラフ 

 

●ラオス 

アイ、アカ、カム、タイ、黒タイ、
ラオ、白モン、ラヴェ、オイ、ン
ゲ、アラク、イェー 4 



雲南における研究テーマ 
・資源の所有権（ヤオ） 
・土地利用の変容（チノー） 
・水文化（水タイ） 
・農薬導入（イ） 
・人間と土地の関係（独龍） 
・植物民俗分類 （花腰タイ） 

・移民と環境変化（リス、怒） 
・家畜（ミャオ）、ソバ（イ）、シュロ（ミャオ） 
・茶（ジンポ）、マラリア、草果（ハニ）・ 

雲南大学におけるセ
ミナー。2004年10月
11ー12日 

中国人若手研究者 

20数名の参加。 

中国・雲南省 

ミャンマー 

ベトナム 

ラオス 5 
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ラオス南部のパクセ
におけるメコン川の
水位変動 

洪水レベル=12.0m 

警戒レベル=11.0m 
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メコン川で流木を               

集める人（右） 

流木の山（上） 

＝燃料用 

（ラオス南部・チャン          

パサック県）   

洪水の正と負の側面 
 

●Positive：栄養塩類の運搬、
魚類の回遊、河川周辺環境の
再生、稲作・淡水漁撈、 

●Negative：農業被害、感染
症、交通マヒ、野生動物の死、
観光業の低迷、財産喪失 
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Nam    bok   mot  dai  kin  paa 

水位が下がると、アリ(mot)が魚(paa)を食べる 

 

Nam mak  ma  paa  dai  kin  mot 

水位が上がると、魚(paa)がアリ(mot)を食べる 

 

水域環境の激変を示すラオスのことわざ 
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2011年8月 チャンパサック県・ラオ
ス南 部。メコン川の氾濫による流
域の洪水。 

しかし、現地の人びとに暗い表情
はない。 

 

洪水は日常化した季節的な現象で
ある。 

 
 

洪水の発生は毎年のこと
ではない。 

 

洪水年と通常年の間隔
は地域によって異なる 

(3-60 年）。      
Return Interval 
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メコン川流域の三日月湖（左上）、洪水埋没林（左下）、河岸の畑作（右下）、乾
季のメコン川（右上） 

ラオス 

タイ 
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●メコン川集水域における水産資源管理 

 
ラオスの独立後（1975年）、メコン川で何が起
こったか？ 
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カンボジア 

ラオス 
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メコン川に生息するカワイルカ。絶滅危惧種として保全が求め
られてきた。ラオス南部、カンボジア国境地域。 
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コーンの滝 左は2004年7月18日（雨季）、右は2004年11月15日（乾季）撮影 

（パーペンの滝：Papeng Fall） 

1975年以降の平和化、近代化による流通の整備（道路、運輸、
冷凍・冷蔵設備、新規の漁具導入）と経済発展で、水産物の需要
増大。水産資源の過剰な漁獲の傾向。 

 資源管理の必要性から、国際援助団体による新規プロジェクト
の提唱。 

一部には、カワイルカの保護なども勘案。（IUCN, WWF） 
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白い魚(右上）・黒い魚
(左上）・灰色の魚（下）。

ラオス南部・パクセ市内
の市場  

paa duk (Clarias  sp.) 

paa nang (Micronema  sp.) 

paa pｈia (Morulius  sp.) 
15 



ラオス南部、パクセの市場 。多様な種類のナマズが販売されている。 16 



写真３ 水田脇の用水路における曳き網漁（ラオス南部コーン島）

写真５ 柴漬け漁具カー（写真左）（ラオス南部のチャンパサック県S村）。
サフア川の河岸にカーを設置する場所は自由。しかし、川の中央部の柴
漬けは共同利用である。

写真４ ネズミ落し式の横筌チャン（ラオス南部アタプー県のラヴェー人の村
にて）

メコン川集水域に 

おける多様な漁法 17 



メコン川集水域で採集される水生動植物 

タガメ、アオミドロ、カニ、カエル、タニシ    

18 



モチ米とラープ・魚醤（ナム・プ
ラー）が基本 

子どものままごと遊び 19 



カンボジア 

ラオス 
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魚類保全区 

（Fish Conservation Zones） 
 

FCZs :0.25～18ha (ave.=3.52) 

“Fish Conservation Zone (FCZ)  

Practice in Southern Laos”  

 

Ian G. Baird and  Mark 

S.Haherty 1999 
 

 

 

  

メコン川 

 

ラオス 

カンボジア 

タイ 

コーンの滝（Khong Fall） 

コーン島（Khong Island) 

21 



魚類保全区（Fish Conservation Zone） 

Vang sanguwane (淵：deep-pool) 

国際援助機関主導による上からの保全政策 
1993年より 

保全区の水産資源がかならずしも増加しなかっ
た。 

罰金をめぐる不協和音、村間の対立増加 

村落の公益事業や弱者救済のためのみ一時
的に開放するよう変更（2000年以降） 

Vang xumxone (共同体のための淵) 

Co-management 
Community-based  

management 

メ 

コ 

ン 

川 

Sanctuary からLimited Entryへ 

村 
 

 
 

落 

村境 

村境 
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魚類保全区の設置と密漁にたいする罰金額を示す看板（ラオス南部セコン県、セ
コン川流域のナヴァヌア村） 23 



●メコン川集水域におけるメコンオオナマ
ズの事例 

 

 
メコンオオナマズに何が起こったか？ 
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タイ国チエンライ県
チエンコン郡 

のハードクライ村 

 

メコンオオナマズ漁
撈の中心地 

 

川底は砂泥であり、
岩がないので漁撈に
適している。 

 

上流はゴールデン・
トライアングル 
（Golden Triangle）。 
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タイ北部のメコン川の景観。対岸はラオスのフエサイ。    
手前はタイのチエンコーン 
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タイ・チエンライ県のチエンコーンにあるメコンオオナマズ（Mekong Giant 

Catfish）の記念碑。世界初の繁殖場。タイ語でプラー・ブック (pla beuk)。       

プラーは「魚」、ブックは「大きい」ことをあらわす。 27 



 

 

 

 

 

 

ガイ：カワシオグサ(Cladophora glomerata) 

プラー・ブック：メコンオオナマズ           
（Pangasianodon gigas） 

Captured on June, 2005 
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チエンコーンのメコン河畔に保管されているプラー・ブック 
（2005.6月に捕獲） 29 



• プラー・ブックの多様な顔－1997まで 
           ［赤木・秋篠宮・秋道・高井  1998］ 

 

• 大型の淡水魚 （世界的、絶滅危惧種）  

• メコン川水系の固有種 （アマゾンに比べて固有種
自体は少ない） 

• 孔明魚（諸葛孔明）  （華人社会で珍重：食べると
賢くなる）  

• 二重の儀礼 （観光用と本来の儀礼） 

• プラー・ブック保護のクラブ （村落基盤型資源管
理） 

• 絶滅危惧 → 人工孵化  （奇形が30％）   

 30 



大理と洱海 

中国・雲南省 

昆明 

瀾滄江 

大理白族自治州． 
西洱海川 

洱海 
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プラーブック漁師クラブの設立にいたる歴史 

1930年代末頃～1987  ハートクライ村に4つの漁師グループがあった。 

                グループは１艘の丸木舟を所有。グ 

                ループ間で漁について協議をした。 

    

1983年           パヤオの水産試験場研究員による人 

                工授精の成功。 

   

1987年           グループごとの操業によるプラー・                      

                ブックの低い販売価格を是正するた   

                め、グループを統合してクラブを結成 

                し、販売。舟と漁具（網）は世帯の所有。儀礼 

                の費用はクラブの負担。価格の設定権をクラブに 

                委託。  

 

1990年           「ハートクライ村プラー・ブック漁師クラブ」に改名。     

                会則の改善。 

 

1996年現在        会員数は180名（男性）、69世帯（村の約36％）  

32 



プラーブック漁師クラブ（1987年設立）のユニフォー
ムとなるＴシャツ。 33 
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プラー・ブック漁は流し刺し網（モーン・ライ） L＝225m, H＝3.1m, 2.7m 

網目は30cm。棒状の木製浮き：40cm, 内径：3X2cm,154cm間隔。鉛の重り。
60cm間隔。 35 



プラー・ブックのラープ料理。人工養殖のもの。美味な魚とさ
れている。2011年3月撮影 36 



チエンコーンにおけるプラー・ブックの漁獲頭数の経年変化

37 



●メコンオオナマズとメコン川を取り巻く
周辺の状況変化 

●どのような外部要因が関与してきたか？ 

38 



雲南とタイ、ラオス
の国境交易 

39 



 

 

 

 

 

普洱（思茅） 

チエンセン 

瀾滄江（メコン川） 

国境交易 

景洪 

景洪 
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雲南省の景洪・思茅からの輸送船（北タイのチエンセン港）。リン
ゴをタイ側に輸入する。 41 



ダムからの放水 

 

メコンオオナマズ 

 

  人工孵化 

   資源激減 

中国の政策と国境
交易 

乱獲 

CITES： 
絶滅危惧種 

岩礁爆破と河川交通 

 

水草  

 

1村1品運動 

水草減少 

30% 異常個体 F2 

共同体不活性 

産卵場の劣化  

1981～  

1996 

1998 

2002 

1995 

プラー・ブック漁師
クラブ 

1987 

F1 と人工受精 

                                   1995 

保全の勧告 1995 

プラ・ブック漁禁止合意 

2006 

WWF, IUCN, 

MBCP 

［秋道 2008］ 

［鯵坂ほか ２００８］ 

1983 
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プラー・ブック禁漁後の動き 

● プラー・ブック漁師クラブの会員には、世帯あたり2万バーツの補償
金の支給。 68世帯分で136万バーツ。 

 

 

●4月12日～26日のあいだ、2頭にかぎり漁獲ができる。 

 

 

●ただし、キャッチ・アンド・リリースとする (Catch and Release)。 

 

 

●これはプラー・ブック漁にともなう儀礼の存続と漁撈技術の継承を図る
ための措置。 

 

 

●人工ふ化によって飼育した魚は、現在もチエンコーンで売られている。
プラー・ブックへの嗜好が持続している。 
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人工ふ化によって育成されたプラー・ブックを売る    
（チエンコーン、北タイ） 44 



●中国におけるダム建設と放水によ
る急激な環境変化。（cf. 三峡ダム） 
 

 

●ラオスにおけるダム建設と電力の
売買による国家歳入。 

 

これはブータンがインドに電力を供給
する例と似ている。 

 

 

●ダムは治水・利水のためとされてい
るが、環境（魚類の溯上）に配慮した
ものでは決してない。（cf. タイのムン

川河口のせき止めに対する住民の反
対運動の例）。 

 

●水の商品化が将来の持続的な社
会の発展にゆゆしい変化をもたらすこ
とが懸念される。 
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中国領内のダム放水（下流部の急激な      
水位変動） 

航路拡張のための岩盤爆破   

メコンオオナマズの絶滅危惧  

パックムン・ダムによる魚類のムン川への 
溯上阻害  

砂金採掘による水域汚染  

魚類保全区による資源管理方策  

 メコン川集水域における水変動と資源管理 
地域共同体 Com 

国家 Nat 
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慢性的洪水と都市化による水質悪化 
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メコン川集水域の循環生態系 地域社会の動態・   
国家形成 

世界の動向 

季節に応じた 

漁法の選択・ 

共同体基盤型  

稲の不作年 

市場向けの商業漁撈 

抗仏戦争・内戦 

  ラオス人民民主共和国
建国 

市場経済の導入 

魚類保全区プロジェクト
開始 

都市化の進行 

養殖導入 

近隣社会主義国におけ
る市場経済の導入 

リオ・サミットから食
の安全保障論に対
する関心の高まり 

国際援助プログラムの
実施 

1950～70年代 

1975年 

1986年代後半 

1993年～ 

1980年代～ 

1990年代～ 

 雨季   乾季 

魚の降河 

魚の溯上 

洪水の発生 

コメ購入の
ための漁撈 

1980年代前半 
漁獲圧力の増加 

違法漁業の蔓延 

新しい漁具の導入 

資源の減少 

近隣市場の成立 

エビ用プラスティック 

製筌の導入 

下水汚染 

自給・商業漁撈の多様化 

保全区の多様化 

自給漁撈   商業漁撈 

2000年～ 

都市生活者の増加 

余暇漁業の発生 
魚の需要増大 

平和化・インフラ整備・ 
流通網拡大 

冷凍・冷蔵設備の整備・ 

灌漑農業の振興 

 

村落基盤型 

漁業の衰退 

共有池の売買 

47 



●山地でも、水産資源をめぐる変
化とは別に多様な変化が起こって
いる。 

 

 
森林資源の商品化とグローバル化 

48 



水田・集落・ゴム林、山地の景観。雲南省西双版納傣族自治
州・勐海市郊外の盆地。  

山地民： 
ハニ・プー          
ラン・ ラフ 

低地民： 
タイ 

49 



元江（紅河）流域の山地では、ハニ、イなどが大規模な棚田
で水田耕作を営む。 50 



国家級自然保護区(雲南省西双版納タイ族自治州基諾山） 
看板には、左から森林伐採禁止、狩猟禁止、焼畑禁止が示されている。    51 



図 

 退耕還林政策を示す看板。中国雲南省・西双版納傣族自治州。 

1998年の長江下流部大洪水以降、政府による大きな政策転換が
あった。 

52 



 

ゴム栽培・スイギュウをめぐる生態史のフローチャート ［トンワン 2007］ 

 

 

ナーニャン・タイ村 
水田耕作 

水牛飼育 

水牛の減少 

労働負担増 

田起こし前の除草 

農耕用トラクターの購入 
生態系の変化 

ウナギやカニの減少 

出費の増加 

修理代・燃料費 

規則の考案 

ゴム園に侵入する水牛所有者への罰金 

中国の業者 

柵のないゴム園 

雑草の繁茂 

政府・郡役所 

推進 

ゴム栽培のはじまり 

協力 

代替労働力 

ケシ栽培撲滅・焼畑撲滅・貧困解消 利潤の追求 

伝統的な生業 

一方、南西部で国境を接するラオス北部では、ゴム栽培を中
国商人がラオス農民にゴム栽培を委託する試みが急速に進
展した。 

53 



  

採集人 カム 
（Khmu） 

商人 ラム 
(Lam) 

商人 ラオ (Lao), 
政府機関 

ビエンチャン 輸出業者 

NTFPs; カーダモン, 安息
香, コウゾ, 籐, ショウガ 

[Yokoyama 2005] 

1986以前（チンタナカン・マイ政策）の北ラオスにおける森林非木
材産物(NTFPs: Non-Timber Forest Products)の交易 
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1986以後の北ラオスにおける非木材森林産物の交易 

採集人 カム 

（Khmu） 

私的商人 

Houesai 

（Thai Border） 

地域の商人 

Boten 

（China Border） 

輸出業者 

輸出業者 

輸出業者 

変容: 市場経済とグローバル化 

[Yokoyama 2005] 
Tai Chan 
(Vietnam Border) 
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メコン川流域における近年の急速な環境・社会変化を生態
史（Eco-history）として描いた。 

●メコンオオナマズの事例は、経済優先と規制なしに乱獲。 → 禁漁 

 

●乱獲以外に、中国の経済開発によるメコン川環境の悪化。国境交易の進展、
環境保全の世界的な動向など、地域を超えた国際的な要因が関与する。 

 

●魚類保全区はトップダウンの保全 →住民の反発から新しい動きへと変容。 

  共同体基盤型の保全方法の有効性。 

 

●森林開発の抑制と新たな商品作物の国境交易の進展。1地域、1国だけで決
着のつく問題ではない。 

 

●自然と文化の関わり合いを生態史として描くことの重要性がわかった。 

 

●自然、生態、社会、文化の間の連鎖、因果、遠因などをフロー・チャートとして
可視化して新たな研究の可能性を探ることが課題。生態連関は汎用性のある分
析手法となる。 
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Open  
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Sanctuary 

Limited 
Entry 

Fig. 3  Change of Access Rights to Aquatic Resources in 

Southeast Asia  [Akimichi 2007] 

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

EU, IUCN, WWF の資源管理政策  
2004                    
地方政府とNGOの共同管理政策 
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